
 

 平成 22 年 12 月 1 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

第９０回「地域の会」定例会資料 〔前回 11/10 以降の動き〕 
 

＜不適合事象関係＞ 

 

【区分Ⅲ】 

 

・１１月１２日 1 号機 原子炉冷却材浄化系ポンプ（Ｂ）室（管理区域）における 

水漏れについて（続報） 

 

・１１月１７日 7 号機 復水器室（管理区域）における水漏れについて 

 

・１１月２２日 7 号機 復水器室（管理区域）における水漏れの対応状況について 

（続報） 

 

・１１月２５日 7 号機 復水器室（管理区域）における水漏れの対応状況について 

（続報） 

 

 

＜発電所に係る情報＞ 

 

【５号機関連】 

 

・１１月１７日 ５号機の運転再開の了承について 

 

・１１月１７日 ５号機の保全計画の変更届出について 

 

・１１月１７日 ５号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試験の開始に 

ついて 

 

・１１月１８日 ５号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試験の進捗状況に 

ついて［原子炉の起動について］ 

 

・１１月２２日 ５号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試験の進捗状況に

ついて［原子炉圧力上昇（約 3.5MPa）後の評価について］ 

 

・１１月２４日 ５号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試験の進捗状況に 

ついて［原子炉圧力上昇（約 7.0MPa）後の評価について］ 

 

・１１月２５日 ５号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試験の進捗状況に 

ついて［発電開始について］ 

 

・１１月２６日 ５号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試験の進捗状況に 

ついて［発電機出力約 20％の状態における評価について］ 
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・１１月２９日 ５号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試験の進捗状況に 

ついて［発電機出力約 50％の状態における評価について］ 

 

【３号機関連】 

 

・１１月１１日 ３号機に関する新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る点検・評価 

計画書（改訂版）の経済産業省原子力安全・保安院への提出について 

 

・１１月１５日 ３号機 系統機能試験の開始予定について 

 

【その他】 

 

・１１月１５日 当社原子力発電所における供用期間中検査計画の管理状況に関する 

指示文書の受領について  

 

・１１月２２日 柏崎刈羽原子力発電所における使用済制御棒の点検状況について 

（続報その２） 

 

 

＜新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業について＞ 

 

・１１月１１日 新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：１１月１１日） 

 

・１１月１８日 新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：１１月１８日） 

 

・１１月２５日 新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：１１月２５日） 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 

区分Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 

区分Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 

その他  上記以外の不適合事象 
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～総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会への当社説明内容について～ 

 

・１１月１２日 総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会 中越沖地震におけ

る原子力施設に関する調査・対策委員会 運営管理・設備健全性評価

ワーキンググループ 第31回設備健全性評価サブワーキンググループ 
・柏崎刈羽原子力発電所各号機の設備健全性に係る点検・評価の実施状況について 

・柏崎刈羽原子力発電所３号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る点検・評価

に関する報告書（案）（機器レベルの点検・評価報告） 

・柏崎刈羽原子力発電所３号機 系統レベルの健全性確認について 

 

・１１月１５日 総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会 耐震・構造設計小

委員会 第 59 回構造ワーキンググループ 
        ・柏崎刈羽原子力発電所３号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る点検・評価

状況について（原子炉建屋、タービン建屋、海水熱交換器建屋） 

        ・柏崎刈羽原子力発電所３号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る点検・評価

状況について（排気筒） 

        ・柏崎刈羽原子力発電所３号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る屋外重要土

木構造物の点検・評価状況について 

 

 

～新潟県原子力発電所の安全管理に関する技術委員会への当社説明内容について～ 

 

・１１月１２日 第 24 回 地震、地質・地盤に関する小委員会 
・知見の拡充に向けた取り組みの検討状況について 

 

・１１月３０日 第 47 回 設備健全性、耐震安全性に関する小委員会 

・各号機の点検・解析の進捗状況について 

・５号機 設備健全性に係るプラント全体の機能試験・評価について 

（発電機出力５０％段階） 

・３号機 設備健全性に係る点検・評価に関する報告書(案)について 

・３号機 系統レベルの健全性評価について 

 

 

以 上 
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平成 22 年 11 月 12 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ（続報） 

号機 １号機 

件名 原子炉冷却材浄化系ポンプ（Ｂ）室（管理区域）における水漏れについて（続報） 

不適合の 

概要 

定格熱出力一定運転中の１号機において、原子炉建屋地下４階の原子炉冷却材浄化

系ポンプ（Ｂ）室（管理区域）で、配管への水張り作業を行っていたところ、水張り

時に使用する空気抜き用配管につながる排水口から水（一部蒸気化）が漏れ出て、ポ

ンプ室に漏えいしました。 

 その後、配管への水張り作業のために開いていた空気抜き用配管の弁を閉めたこと

により、水漏れは停止しました。 

今回の事象により、漏れ出た水（一部蒸気化）が再び凝縮し、ポンプ室床面に溜ま

りましたが、水は漏えいの拡大を防止するための堰内にとどまっており、堰内の床面

に溜まっていた水の量は約９リットル、放射能量は約 1.1×10７ベクレルでした。 

床面に漏れた水については、同日、拭き取りによる清掃を実施しております。 

（公表区分Ⅲ：平成 22 年 11 月 10 日お知らせ済み）

 

 今回の水漏れ事象が発生した際に、排気筒モニタに変動がないこと、発電所敷地境

界に設置され空間線量率を測定するモニタリングポストやダスト放射線モニタの指

示値に有意な変動がなく、環境への影響がないことを確認しておりますが、その後、

今回の水漏れによる影響を確認するため、排気筒モニタのサンプリングラインに設置

している放射性物質を捕集するためのフィルタについて、通常は１週間に１回測定を

行うところ、今回速やかにフィルタを回収し測定を行いました。 
 
 測定の結果、放射性のよう素や粒子状物質は検出されませんでしたが、放射性のよ

う素を捕集するフィルタの測定において、ごく微量のヒ素 76＊が検出（検出限界値 1.6

×10-8ベクレル／cm3に対し、測定値 1.9×10-8ベクレル／cm3）されました。 

 ヒ素 76 は半減期が 1.1 日と短いため、周辺環境における線量への影響も小さく、

今回検出された放射能濃度をもとに線量評価を行った結果は約９×10-11ミリシーベ

ルトです。これは、自然界から１年間に受ける放射線量 2.4 ミリシーベルトと比べて

も十分低い値であり、胸のエックス線検診（１回）で受ける放射線量（0.05 ミリシ

ーベルト）の約５億分の１です。 

 

＊ ヒ素 76 

   自然界にも広く存在する元素のひとつであるヒ素が、原子炉水中で中性子の照射を受けて放射化

したもの。運転中の１号機の原子炉水中には約１ベクレル/cm3存在している。 

ヒ素は、一般に有害物質とされているが、ごく微量ながら人体にも含まれており、食品を介して

１日平均で約 0.1mgを摂取している。仮に、今回放出したと想定されるヒ素 76 全量（１×10-8mg）

を摂取したとしても、１日の食品からの摂取量の１千万分の１程度と評価されることから、人体へ

の影響はない。 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他設備 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

 

今回の事象は、一部蒸気化した水に含まれていたヒ素 76 が換気空調系から排気筒

に至った可能性があるものと考えておりますが、引き続き調査を進めてまいります。
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原子炉建屋 

原
子
炉 

タービン建屋

主
排
気
筒 復水器 

タービン 

１号機主排気筒放射線モニタ 

主排気筒より 

主排気筒へ 

フィルタ 

排気筒放射線モニタ 

サンプリングポンプ 

サンプリング 
ライン 

１号機主排気筒

放射線モニタ 

建屋換気 

活性炭式希ガス 
ホールドアップ装置 

サンプリング 
戻りライン 

ヨウ素捕集用フィルタ 

指示値の変動なし 

 Ｐ 

  測定値  ：1.9×10-8ベクレル／cm3 

  検出限界値：1.6×10-8ベクレル／cm3 

・ごく微量のヒ素 76 を検出 

・放射性ヨウ素の検出なし 

粒子状の放射性物質

の検出なし 

主排気筒モニタの概要 
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日常生活における放射線量との比較  

本事象における放射線量 

約０．００００００００００９ミリシーベルト 
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平成 22 年 11 月 17 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 

号機 ７号機 

件名 復水器室（管理区域）における水漏れについて 

不適合の 

概要 

 

（事象の発生状況） 
定格熱出力一定運転中の７号機において、平成 22 年 11 月 16 日午後１時 30 分頃、

パトロール中の当社社員が、タービン建屋１階の復水器室（管理区域）において、湿

分分離加熱器＊１凝縮水回収タンクの下流に設置されている逆止弁付近の配管保温材

から水が床面に滴下していることを発見しました。 

滴下した水は漏えいの拡大を防止するための堰内にとどまっており、堰内の床面に

溜まっていた水の量は約４リットル、放射能量は約１×10６ベクレル＊２でした。 

 また、当該場所の空気中放射性物質濃度を測定した結果、粒子状物質およびヨウ素

は検出されませんでした。 

 

（安全性、外部への影響） 

本事象により漏れた水は、復水器室の堰内にとどまっており、排気筒モニタの指示

値は通常の範囲内であり、外部への放射能の影響はありません。 
 
 

＊１ 湿分分離加熱器 

    高圧タービンから低圧タービンに導く蒸気の湿分を下げ、かつ蒸気を再加熱することにより熱

効率を上げる装置。 

 
＊２ 放射能量は約１×10６ベクレル 

今回の水の滴下は、漏えいの拡大を防止するための堰内にとどまっており、法令による報告対

象となる事象ではありません。なお、漏えいの拡大を防止するための堰を超える漏えい事象の場

合、法令による報告対象として、放射能量については 3.7×10
６
ベクレルが目安とされています。

 

安全上の

重要度／損

傷の程度 

＜安全上の重要度＞ 
 

安全上重要な機器等 ／ その他設備 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

 

床面に漏れた水は、本日、拭き取りによる清掃を実施しました。 

漏えい量は、１秒に１滴程度で微量のため、受け皿を設置するとともに、監視カメ

ラによる漏えい状況の監視、ならびに空気中放射性物質濃度の監視を強化しながら、

運転を継続してまいります。 

また、漏えい箇所の特定と漏えい状況の確認、ならびに補修方法等についても検討

していきます。 
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平成 22 年 11 月 22 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ（続報） 
 

号機 ７号機 

件名 復水器室（管理区域）における水漏れの対応状況について 

不適合の 

概要 

 

（事象の発生状況） 
定格熱出力一定運転中の７号機において、平成 22 年 11 月 16 日午後１時 30 分頃、

パトロール中の当社社員が、タービン建屋１階の復水器室（管理区域）において、湿

分分離加熱器＊１凝縮水回収タンクの下流に設置されている逆止弁付近の配管保温材

から水が床面に滴下していることを発見しました。 

滴下した水は漏えいの拡大を防止するための堰内にとどまっており、堰内の床面に

溜まっていた水の量は約４リットル、放射能量は約１×10６ベクレル＊２でした。 

また、当該場所の空気中放射性物質濃度を測定した結果、粒子状物質およびヨウ素

は検出されませんでした。 

床面に漏れた水は、同日中に、拭き取りによる清掃を実施いたしました。併せて、

受け皿を設置するとともに、監視カメラによる漏えい状況の監視、ならびに空気中放

射性物質濃度の監視を強化しながら、運転を継続しておりました。 

（公表区分Ⅲ：平成 22 年 11 月 17 日お知らせ済み）

 

その後、配管の保温材を取り外し、漏えい箇所を確認した結果、当該逆止弁のサイ

ドプラグ部＊３からの漏えいと特定いたしました。漏えいの原因は、サイドプラグの

シール部の劣化によるものと推定いたしました。 

 

（安全性、外部への影響） 

本事象により漏れた水は、受け皿で適切に受けており、排気筒モニタの指示値は通

常の範囲内であり、外部への放射能の影響はありません。 
 

＊１ 湿分分離加熱器 

    高圧タービンから低圧タービンに導く蒸気の湿分を下げ、かつ蒸気を再加熱することにより熱

効率を上げる装置。 

＊２ 放射能量は約１×10６ベクレル 

今回の水の滴下は、漏えいの拡大を防止するための堰内にとどまっており、法令による報告対

象となる事象ではありません。なお、漏えいの拡大を防止するための堰を超える漏えい事象の場

合、法令による報告対象として、放射能量については 3.7×10
６
ベクレルが目安とされています。

＊３ サイドプラグ部 

    逆止弁の稼動軸部の両端をボルトで留めている部分で、内部の水が漏れ出ないようにボルト部

分と弁箱部をシールしている。 

 

安全上の

重要度／損

傷の程度 

＜安全上の重要度＞ 
 

安全上重要な機器等 ／ その他設備 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

今後、漏えい箇所の補修作業を行うために、11 月 23 日午後 10 時 30 分頃より、発電機

出力を約 70 万キロワットまで降下させ、約２～３日間かけて作業を行う予定です。補修

作業が終了したのち、発電機出力を定格熱出力まで復帰させてまいります。 
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７号機復水器室（管理区域）における水漏れについて  

 

 柏崎刈羽原子力発電所
屋外 

展望台
  

 

 

発生場所 
（復水器室） 

柏崎刈羽原子力発電所７号機 タービン建屋 １階 
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平成 22 年 11 月 25 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ（続報） 

 

号機 ７号機 

件名 復水器室（管理区域）における水漏れの対応状況について 

不適合の 

概要 

 

（事象の発生状況） 
定格熱出力一定運転中の７号機において、平成 22 年 11 月 16 日午後１時 30 分頃、

パトロール中の当社社員が、タービン建屋１階の復水器室（管理区域）において、湿

分分離加熱器＊１凝縮水回収タンクの下流に設置されている逆止弁付近の配管保温材

から水が床面に滴下していることを発見しました。 

滴下した水は漏えいの拡大を防止するための堰内にとどまっており、堰内の床面に

溜まっていた水の量は約４リットル、放射能量は約１×10６ベクレル＊２でした。 

また、当該場所の空気中放射性物質濃度を測定した結果、粒子状物質およびヨウ素

は検出されませんでした。 

床面に漏れた水は、同日中に、拭き取りによる清掃を実施いたしました。併せて、

受け皿を設置するとともに、監視カメラによる漏えい状況の監視、ならびに空気中放

射性物質濃度の監視を強化しながら、運転を継続しておりました。 

配管の保温材を取り外し、漏えい箇所を確認した結果、当該逆止弁のサイドプラグ

部＊３からの漏えいと特定いたしました。漏えいの原因は、サイドプラグのシール部

の劣化によるものと推定し、漏えい箇所を補修することといたしました。 

（平成 22 年 11 月 17 日、22 日お知らせ済み）

 

 その後、11 月 23 日午後 10 時 30 分頃より、発電機出力を約 70 万キロワットまで降下

させ、サイドプラグ周辺を溶接し漏えい箇所の補修を完了いたしました。 
 

（安全性、外部への影響） 

本事象による外部への放射能の影響はありません。 
 

＊１ 湿分分離加熱器 

    高圧タービンから低圧タービンに導く蒸気の湿分を下げ、かつ蒸気を再加熱することにより熱

効率を上げる装置。 

＊２ 放射能量は約１×10６ベクレル 

今回の水の滴下は、漏えいの拡大を防止するための堰内にとどまっており、法令による報告対

象となる事象ではありません。なお、漏えいの拡大を防止するための堰を超える漏えい事象の場

合、法令による報告対象として、放射能量については 3.7×10
６
ベクレルが目安とされています。

＊３ サイドプラグ部 

    逆止弁の可動軸部の両端をボルトで留めている部分で、内部の水が漏れ出ないようにボルト部

分と弁箱部をシールしている。 

安全上の

重要度／損

傷の程度 

＜安全上の重要度＞ 
 

安全上重要な機器等 ／ その他設備 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

補修作業が完了したことから、本日午後５時頃より、発電機出力の上昇操作を開始い

たします。操作の過程において、湿分分離加熱器を低出力の状態から徐々に復旧する必

要があるため、あらかじめ定めた手順に従い発電機出力を一旦約 14 万キロワットまで低

下させ、その後、２週間程度かけて定格熱出力まで復帰させてまいります。 
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（コメント） 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所５号機の運転再開の了承について 

 

平成 22 年 11 月 17 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

所 長  横 村  忠 幸 

 

当社は、平成 22 年８月 31 日、新潟県、柏崎市、刈羽村に対し、柏崎刈羽原

子力発電所５号機の運転再開をお願いさせていただきましたが、本日、安全協

定にもとづき、泉田新潟県知事、会田柏崎市長、品田刈羽村長より、５号機の

運転再開につきましてご了承をいただきました。 

新潟県中越沖地震以降、これまでご支援賜りました地域の皆さま、そして関

係者の皆さまに改めて厚く御礼申し上げます。 

 

当社といたしましては、これを受け、原子炉の起動に向けた準備を進めてま

いります。 

今後、５号機については最終的な健全性を確認することとしておりますが、

安全・安心を第一に、先行号機における経験も反映して、慎重な試験の実施に

万全を期してまいります。また、試験結果等については、国ならびに地元自治

体へご報告するとともに、地域の皆さまへのわかりやすい情報公開に努めてま

いります。 

 

なお、２～４号機につきましても、設備の健全性確認や復旧作業、耐震強化

工事などについて、初心を忘れることなく、安全を第一に着実に進めてまいり

ます。 

 

以 上 
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平成 22 年 11 月 17 日 

 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所５号機の保全計画の変更届出について 

 

 

当社は、経済産業省令＊１にもとづき、本日、経済産業省へ柏崎刈羽原子力発電所

５号機の保全計画の変更届出を行いました。 
 
このたびの変更届出においては、原子力発電設備の保全活動の充実に係る検査制

度の導入に伴い、保安規程＊２に定める柏崎刈羽原子力発電所プラント毎の保全計画

（平成 21 年４月８日届出）のうち、５号機の保全計画の適用期間について、「プラ

ント全体の健全性確認を開始するまでの期間」から、「プラント全体の健全性確認が

終了し、営業運転を開始（第12回定期検査終了）するまでの期間」に変更いたしま

した。 

また、平成19 年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震の影響により、プラント

が長期停止中であることから、プラント全体の健全性確認に係る計画を定めた特別

な保全計画を策定しております。 
 

現在、当所におきましては、安全を第一に、災害の未然防止に努め、点検・復旧

作業や耐震強化工事などを進めておりますが、今後も、原子力発電施設に対する保

全活動を充実させることで、プラント全体の信頼性をより一層向上させてまいりま

す。 

 

以 上 

＜添付資料＞ 

・柏崎刈羽原子力発電所５号機 保全計画変更の概要 

 

＊１ 経済産業省令 

   平成21年１月１日に施行され、実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則の一部改正に併

せ、電気事業法施行規則の一部が改正されたもの。主な改正点は以下の項目。 

   ・ 保安規程の記載事項についての整理（原子力発電工作物に求める保安規程の記載事項と、

他の事業用電気工作物に求める保安規程の記載事項を区別し、当該区別毎に届出。第50条） 

   ・ 保全活動の充実（保全計画の届出、および予防保全の徹底。第50条、第94条の３） 

   ・ 定期検査の時期の適正化（第91条） 
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＊２ 保安規程 

事業用電気工作物の工事、維持および運用に関する保安について、電気事業法第42条にもとづ

き、事業者自らが基本的な事項を定めて、国に届け出ているもの。 

保安規程は、事業用電気工作物の種類ごと[電気事業用電気工作物（原子力発電工作物を除く）]

と[電気事業用電気工作物（原子力発電工作物）]に定めている。 

また、保全計画はプラント毎に、保安規程[電気事業用電気工作物（原子力発電工作物）]の別

紙として定めている。 
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添付資料  
柏崎刈羽原子力発電所５号機 保全計画変更の概要 

平成 22 年 11 月 17 日

東 京 電 力 株 式 会 社

柏崎刈羽原子力発電所

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ⅰ．保全計画書変更のポイント 
○ 平成 21 年４月８日に届出した５号機 保全計画（第 12 保全サイクル）のうち、特別な保全計画（下図参照）の適用期間

を従前「原子炉の蒸気を発生することが可能となった時期以降に行う設備健全性確認（プラント全体の健全性確認）を開
始するまでの期間」としていたものを「プラント全体の健全性確認が終了し、実運転期間を開始（第 12 回定期検査終了日）
するまでの期間」に変更。 

○ 特別な保全計画として、プラント全体の健全性確認に係る計画書の内容を反映。 
 
Ⅱ．今回届出した保全計画書の骨子 （下線部は前回の届出内容との変更箇所） 
１．保全計画の始期及び適用期間 

    第 12 回定期検査終了までの期間を適用期間として記載。（始期は平成 21 年４月１日） 
  ２．保全活動管理指標の設定   

保全活動の効果と弱点の「見える化」を図り、保全活動を継続的に改善するための「ものさし」として、プラントレベル
よび安全上重要な系統レベル毎に合計約 200 の管理指標を設定。 お  

〔プラントレベルの管理指標の例〕              〔系統レベルの管理指標の例〕 
・7000 臨界時間＊当たりの計画外自動スクラム回数：＜1回  ・原子炉の緊急停止機能について保全により予防する 
・7000 臨界時間当たりの計画外出力変動回数：＜2回      ことが可能な故障回数の目標値：＜1回／サイクル 

  ＊臨界時間  制御棒引抜開始から全挿入までの時間  
３．点検計画   

原子力発電所の主要な構築物、系統、機器等について、原子炉施設の安全性を確保する上での重要度を定めるとともに、
過去の運転経験（点検実績やトラブル等）から社内で定めている保全方式、点検内容・頻度を整理。また、今後点検計画を
策定、変更するにあたっては、保全活動から得られた情報等から、保全が有効に機能することを確認するとともに、継続的
な改善につなげていく旨を記載。   
（残留熱除去冷却系ポンプの例） 

・ポンプを含めた機能・性能試験（炉心注水機能検査）：定期検査の都度実施 
・状態監視を含む機能・性能試験（ポンプ運転中検査）：運転中６ヶ月毎の実施 

４．特別な保全計画 
    プラント全体の健全性確認に係る計画、並びに長期停止に伴う保管に係る計画について記載。 
 ５．補修、取替え及び改造計画  

保全サイクル中の工事認可対象工事等について記載。 
 ６．定期検査時の安全管理  

定期検査停止時における、保安規定で求められる機能を満足させるための管理の計画を整理。 
 ７．保全に関する実施体制 

保全の実施については、保安規程に定められた事業者管理体制に基づき実施することや、協力事業者に役務を調達する場
合には技術的要件(力量)も考慮の上、調達管理のマニュアルに従うこと等を記載。 

概 要

平成 21 年４月８日届出の適用範囲 
今次届出の 

適用範囲 

新潟県 
中越沖地震

の発生 

被害状況 

の確認 
原 因 
の究明 

設備の 
健全性 
確認 

対 策 
の検討 

対 策 
の実施 

通 常 
の点検計画 

プラント長期停止 
長期保管対策 

保管状態の追加保全 

プラント全体の 
健全性確認 

 

定
期
検
査
終
了

機器レベルの点検・評価 
系統レベルの点検・評価

 プラントの復旧段階に応じて、機器レベル、系統レベル、建物・構築物における点検・評価計画やプラント全体の機能試験・評

価計画、設備の長期保管計画を「特別な保全計画」として策定。 

プラントの復旧段階と特別な保全計画の届出範囲
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柏崎刈羽原子力発電所５号機 新潟県中越沖地震後の 

プラント全体の機能試験の開始について 

 
平成 22 年 11 月 17 日 

東京電力株式会社 

 

当社は、平成 22 年８月 31 日、新潟県、柏崎市、刈羽村に対し、柏崎刈羽原子力発

電所５号機の運転再開をお願いさせていただきましたが、本日、安全協定にもとづき、

泉田新潟県知事、会田柏崎市長、品田刈羽村長より、５号機の運転再開につきまして

ご了承をいただきました。 

 

これを受け、当社は、本日午後 10 時より５号機のプラント全体の機能試験を開始

いたします。その後、明日午後２時より制御棒の引き抜き操作を開始して原子炉を起

動する予定です。 

 

今後、最終的な健全性を確認することとしておりますが、安全・安心を第一に、

先行号機における経験も反映して、慎重な試験の実施に万全を期してまいります。 

また、機能試験の状況については、これまでと同様、情報公開に努め、国や地元自

治体、地域の皆さまに丁寧にご説明してまいります。 

 

以 上 

 

○添付資料 

 別紙１：柏崎刈羽原子力発電所５号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能

試験・評価の概要 

別紙２：柏崎刈羽原子力発電所５号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能

試験に係る進捗状況（平成 22 年 11 月 17 日） 
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柏崎刈羽原子力発電所５号機 新潟県中越沖地震後の 

プラント全体の機能試験の進捗状況について 

［原子炉の起動について］ 

 

平成 22 年 11 月 18 日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所５号機（沸騰水型、定格出力 110 万キロワット）は、平

成 18 年 11 月 24 日から第 12 回定期検査に伴いプラントを停止し、その後、平成 19

年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震の影響による点検、復旧作業を実施してお

りましたが、平成22年 11月 17日よりプラント全体の機能試験を開始いたしました。 

 

その後、原子炉起動前に実施すべき試験項目について問題がないことを確認いたし

ました（試験項目および結果の概要については、添付資料を参照）。 

 

 これまでの試験結果を踏まえ、本日午後１時 32 分に制御棒の引き抜き操作を開始

し、原子炉を起動いたしました。 

 

 今後、原子炉圧力を約 3.5MPa まで上昇させ、計画した試験を慎重に進めてまいり

ます（試験予定の概要については、添付資料を参照）。 

なお、機能試験の状況については、随時、お知らせしてまいります。 

 

以 上 

 

○添付資料 

別紙：柏崎刈羽原子力発電所５号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試

験に係る進捗状況（平成 22 年 11 月 18 日） 
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柏崎刈羽原子力発電所５号機 新潟県中越沖地震後の 

プラント全体の機能試験の進捗状況について 

［原子炉圧力上昇（約 3.5MPa）後の評価について］ 

 

平成 22 年 11 月 22 日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所５号機（沸騰水型、定格出力 110 万キロワット）は、平

成 18 年 11 月 24 日から第 12 回定期検査に伴いプラントを停止し、その後、平成 19

年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震の影響による点検、復旧作業を実施してお

りましたが、平成 22 年 11 月 17 日よりプラント全体の機能試験を開始し、11 月 18

日に原子炉を起動いたしました。 

 

これまでに、原子炉圧力を上昇させ、原子炉圧力が約 3.5MPaに到達した後に一旦原

子炉を未臨界状態＊とし、11 月 21 日午後０時までに計画した試験を行い、試験結果

について問題がないことを確認いたしました（試験項目および結果の概要については、

添付資料を参照）。 

 

これまでの試験結果を踏まえ、再度、原子炉を臨界状態とし、原子炉圧力をさらに

上昇させ、11 月 22 日午前１時 37 分に定格圧力（約 7.0MPa）に到達いたしました。 

 

今後、一旦原子炉を未臨界状態とし、原子炉圧力上昇（約 7.0MPa）後の評価を実施

してまいります（試験予定の概要については、添付資料を参照）。 

 

なお、機能試験の状況については、随時、お知らせしてまいります。 

 

以 上 

 

○添付資料 

別紙：柏崎刈羽原子力発電所５号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試験

に係る進捗状況（平成 22 年 11 月 22 日） 

 

 

＊ 未臨界状態 

   核分裂の連鎖反応が持続しない状態。 
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柏崎刈羽原子力発電所５号機 新潟県中越沖地震後の 

プラント全体の機能試験の進捗状況について 

［原子炉圧力上昇（約 7.0MPa）後の評価について］ 

 

平成 22 年 11 月 24 日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所５号機（沸騰水型、定格出力 110 万キロワット）は、平

成 18 年 11 月 24 日から第 12 回定期検査に伴いプラントを停止し、その後、平成 19

年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震の影響による点検、復旧作業を実施してお

りましたが、平成 22 年 11 月 17 日よりプラント全体の機能試験を開始し、計画的に

試験を進めております。 

 

これまでに、原子炉圧力を約 7.0MPaまで上昇させた後、再度、原子炉を未臨界状態
＊とし、11 月 23 日午後１時までに計画した試験を行い、試験結果について問題がな

いことを確認いたしました（試験項目および結果の概要については、添付資料を参照）。

 

 

れまでの試験結果を踏まえ、再度、原子炉を臨界状態にし、本日午前 11 時１分

に

お、機能試験の状況については、随時、お知らせしてまいります。 

以 上 

 

添付資料 

刈羽原子力発電所５号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試験

 

 未臨界状態 

鎖反応が持続しない状態。 

こ

主タービンを起動しております。今後、主タービンの運転状態を確認し、主発電機

を送電線網に接続する等、計画した試験を慎重に進めてまいります（試験予定の概要

については、添付資料を参照）。 

 

な

 

○

別紙：柏崎

に係る進捗状況（平成 22 年 11 月 24 日） 

 

＊

   核分裂の連
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柏崎刈羽原子力発電所５号機 新潟県中越沖地震後の 

プラント全体の機能試験の進捗状況について 

［発電開始について］ 

 

平成 22 年 11 月 25 日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所５号機（沸騰水型、定格出力 110 万キロワット）は、平

成 18 年 11 月 24 日から第 12 回定期検査に伴いプラントを停止し、その後、平成 19

年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震の影響による点検、復旧作業を実施してお

りましたが、平成 22 年 11 月 17 日よりプラント全体の機能試験を開始し、計画的に

試験を進めております。 

 

その後、主タービンを起動させ、試験的に主発電機を送電線網に接続する等、11

月 25 日午前９時までに計画した試験を行い、試験結果について問題がないことを確

認いたしました（試験項目および結果の概要については、添付資料を参照）。 

 

これまでの試験結果を踏まえ、一旦、主発電機を送電線網から切り離し、主タービ

ンの保護装置の機能を確認する試験を実施した後、再び主発電機を送電線網に接続し

て、11 月 25 日午後１時 53 分に発電を開始いたしました。 

 

現在、発電機出力を約 20％まで上昇させる操作を行っており、約 20％に到達後は、

この状態を保持し、計画した試験を慎重に進めてまいります（試験予定の概要につい

ては、添付資料を参照）。 

 

なお、機能試験の状況については、随時、お知らせしてまいります。 

 

以 上 

 

○添付資料 

別紙：柏崎刈羽原子力発電所５号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試験

に係る進捗状況（平成 22 年 11 月 25 日） 
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柏崎刈羽原子力発電所５号機 新潟県中越沖地震後の 

プラント全体の機能試験の進捗状況について 

［発電機出力約 20％の状態における評価について］ 

 

平成 22 年 11 月 26 日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所５号機（沸騰水型、定格出力 110 万キロワット）は、平

成 18 年 11 月 24 日から第 12 回定期検査に伴いプラントを停止し、その後、平成 19

年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震の影響による点検、復旧作業を実施してお

りましたが、平成 22 年 11 月 17 日よりプラント全体の機能試験を開始し、計画的に

試験を進めております。 

 

その後、11 月 25 日に発電を開始して発電機出力を定格出力の約 20％に保持し、本

日午後２時までに計画した試験を行い、試験結果について問題がないことを確認いた

しました（試験項目および結果の概要については、添付資料を参照）。 

 

今後、これまでの試験結果を踏まえ、発電機出力を定格出力の約 50％まで上昇させ、

計画した試験を慎重に進めてまいります（試験予定の概要については、添付資料を参

照）。 

 

なお、機能試験の状況については、随時、お知らせしてまいります。 
  

以 上 

 

○添付資料 

別紙：柏崎刈羽原子力発電所５号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試験

に係る進捗状況（平成 22 年 11 月 26 日） 
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柏崎刈羽原子力発電所５号機 新潟県中越沖地震後の 

プラント全体の機能試験の進捗状況について 

［発電機出力約 50％の状態における評価について］ 

 

平成 22 年 11 月 29 日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所５号機（沸騰水型、定格出力 110 万キロワット）は、平

成 18 年 11 月 24 日から第 12 回定期検査に伴いプラントを停止し、その後、平成 19

年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震の影響による点検、復旧作業を実施してお

りましたが、平成 22 年 11 月 17 日よりプラント全体の機能試験を開始し、計画的に

試験を進めております。 

 

その後、11 月 25 日に発電を開始して発電機出力を定格出力の約 50％に保持し、本

日午後２時までに計画した試験を行い、試験結果について問題がないことを確認いた

しました（試験項目および結果の概要については、添付資料を参照）。 

 

今後、これまでの試験結果を踏まえ、発電機出力を定格出力の約 75％まで上昇させ、

計画した試験を慎重に進めてまいります（試験予定の概要については、添付資料を参

照）。 

 

なお、機能試験の状況については、随時、お知らせしてまいります。 

 

以 上 

 

○添付資料 

別紙：柏崎刈羽原子力発電所５号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試験

に係る進捗状況（平成 22 年 11 月 29 日） 
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発電機出力
約20%

発電機出力
約75%

発電機出力
約50%

定格熱出力一定運転

タービン系主要
ポンプ全数起動

復水器
真空上昇

制御棒引抜
開始～臨界

原子炉圧力
7.0MPa

原子炉圧力

 

3.5MPa

：復水器真空度
：原子炉圧力
：タービン回転速度
：発電機出力

（注）本起動曲線は概要であり、実際の起動
曲線とはそぐわない箇所もあります。

凡例

評価
発電機出力
75%時

評価
（最終評価）評価

（定格熱出力時）

評価
発電機出力
50%時

評価
（制御棒引抜前）

評価
原子炉格納容器

内の点検

 

(7.0MPa)

評価
（仮並列後）

① ②-1 ③-1
評価

原子炉格納容器
内の点検

 

(3.5MPa)

評価
発電機出力
20%時

④-1 ⑤-1 ⑥

評価
（主ﾀｰﾋﾞﾝ起動後）

②-2 ③-2 ④-2 ⑤-2

柏崎刈羽原子力発電所５号機

 

新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試験に係る進捗状況

ホールド
ポイント 真空上昇時

の点検

原子炉昇圧時
（約3.5MPa、

約7.0MPa）の点検

主タービン、主発
電機の起動時の

点検・試験

発電機出力
20％時の
点検・試験

発電機出力
50％時の
点検・試験

発電機出力
75％時の
点検・試験

発電機出力
100%時の
点検・試験

定格熱出力時の
点検・試験

定格熱出力
一定運転時の
点検・試験

最終の
健全性評価

主な試

 

験・確認

 

項目＊

○プラント運転
パラメータ
採取

○プラント運転
パラメータ採取

○原子炉格納容器内
の点検

○蒸気系・給水系配管・
機器漏えい確認

◎配管熱変位量影響確認
◎配管振動確認
◆原子炉隔離時冷却系

設備点検

○プラント運転
パラメータ採取

○主タービン運転
状態確認

○主発電機総合機能検査
○主変圧器、所内変圧器

 

のの作動状態の確認

○プラント運転
パラメータ採取

○蒸気系配管・機器
漏えい確認

◎配管振動確認
○蒸気タービン性能

試験（その２）

○プラント運転
パラメータ採取

○蒸気系配管・機器
漏えい確認

◎配管振動確認

○プラント運転
パラメータ採取

◎配管振動確認
○巡視点検

○プラント運転
パラメータ採取

○プラント運転
パラメータ採取

○蒸気系配管・機器
漏えい確認

◎配管振動確認
○巡視点検

○原子炉隔離時
冷却系機能試験

○気体廃棄物処理系
機能試験

◎蒸気ﾀｰﾋﾞﾝ性能試験

 

（その１）

○プラント運転
パラメータ採取

○巡視点検

主な評価

 

内容

①【復水器真空度

 

上昇後の評価】
制御棒引抜前にお

 

いて、機器（主復

 

水器等）が健全で

 

あることを確認す

 

る。

②-1【原子炉昇圧（約

 

3.5MPa）後の評価】
原子炉圧力

 

約3.5MPa

 

において、初めて入熱す

 

ることで状態が変化する

 

原子炉格納容器内の機器

 

・配管等が健全であるこ

 

とを確認する。

③-1【主タービン起動後
の評価】
原子炉からの蒸気を主ター

 

ビンに供給し、無負荷での

 

主タービン運転状態が健全

 

であることを確認する。

④-1【発電機出力約

 

20%到達後の評価】
主発電機を系統に本並

 

列した後、発電機出力

 

約20%において、プ

 

ラントが健全であるこ

 

とを確認する。

④-2【発電機出力約
50%到達後の評価】
原子炉の出力を上昇さ

 

せ、発電機出力

 

約50%

 

において、プラントが

 

健全であることを確認

 

する。

⑤-1【発電機出力約

 

75%到達後の評価】
原子炉の出力を上昇させ、

 

発電機出力

 

約75%にお

 

いて、プラントが健全で

 

あることを確認する。

⑤-2【発電機出力
約100%到達後の
評価】
原子炉の出力を上昇

 

させ、発電機出力約

 

100%において、プ

 

ラントが健全である

 

ことを確認する。

⑤-3【定格熱出力
到達後の評価】
原子炉の出力を上昇

 

させ、定格熱出力に

 

おいて、プラントが

 

健全であることを確

 

認する。

⑥【系統機能試験
完了】
定格熱出力一定運転

 

状態において３項目

 

の系統機能試験を行

 

い、系統機能が健全

 

であることを確認す

 

る。

⑦【最終評価】
プラントの運転状態

 

を継続的に監視する

 

ことで、プラント運

 

転状態が安定してお

 

り健全であること確

 

認する。また、最終

 

的にプラント全体の

 

機能試験の結果を評

 

価する。②-2【原子炉昇圧（約

 

7.0MPa）後の評価】
原子炉圧力

 

定格圧力約

 

7.0MPaにおいて、原子

 

炉格納容器内の機器・配

 

管等が健全であることを

 

確認する。

③-2【主発電機仮並列後

 

の評価】
主発電機を系統に仮並列し

 

た後、原子炉出力を上昇さ

 

せて、発電機出力

 

約20%

 

において主発電機・主変圧

 

器等の健全性を確認する。

評価結果

平成22年11月29日
東京電力株式会社

別 紙

評価
発電機出力
100%時

⑦

⑤-3

① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤-1 ⑤-2 ⑤-3 ⑥ ⑦

主タービン起動

タービン
回転速度

1500rpm

発電機
仮並列

発電機
本並列

プ
ラ
ン
ト
の
起
動
曲
線

プ
ラ
ン
ト
の
起
動
曲
線

復水器
真空度

①

 

平成22年11月18日
評価：良

②-1

 

平成22年11月21日
評価：良

②-2

 

平成22年11月23日
評価：良

③-1

 

平成22年11月24日
評価：良

③-2

 

平成22年11月25日
評価：良

④-1

 

平成22年11月26日
評価：良

④-2

 

平成22年11月29日
評価：良

◎：地震後の健全性確認のため、特別に実施する項目
○：通常のプラント起動時に加え地震後の健全性確認のため、内容・範囲等を追加した項目
◆：通常のプラント起動時にも実施している項目

＊ 凡例
：

 

前回お知らせ（平成22年11月26日）からの進捗箇所

平成22年11月29日
16時現在



柏崎刈羽原子力発電所３号機に関する新潟県中越沖地震後の 
設備健全性に係る点検・評価計画書（改訂版）の 
経済産業省原子力安全・保安院への提出について 

 

平成 22 年 11 月 11 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 
 当社は、平成 19 年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震を踏まえ、平成 19 年 11

月９日に経済産業省原子力安全・保安院より受領した指示文書 に基づき、柏崎刈羽

原子力発電所

＊

全７プラントの健全性に係る点検・評価計画書を提出しておりますが、

本日、同発電所３号機に関する点検・評価計画書について改訂版を原子力安全・保安

院に提出いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１．改訂の内容 

これまでに提出した点検・評価計画書の内容に、新たに系統単位の点検・評

価の項目（系統機能試験および系統健全性の評価）を追加いたしました。 
 
２．今後の対応 

引き続き、同計画書に基づき、各設備の点検・評価を実施していくとともに、

報告書のとりまとめを実施してまいります。 
 
３．他号機の状況 

２、４号機については、既に提出している計画書に基づき、各設備の点検・評

価を進めております。 

５号機については、系統単位の点検・評価を終え、プラント全体の機能試験評

価計画書を原子力安全・保安院へ提出しております。 

なお、１、６、７号機については、営業運転を再開しております。 

 
以 上 

 

 

＊ 経済産業省原子力安全・保安院からの指示文書（平成 19 年 11 月９日） 

   「新潟県中越沖地震を受けた柏崎刈羽原子力発電所の設備の健全性に係る点検・評価

計画について」 

柏崎刈羽原子力発電所第１号機から第７号機について、号機ごとに「点検・評価に

関する計画書」を作成するとともに、個別号機ごとの計画が作成され次第、順次原

子力安全・保安院へ提出する。 

 

 

 

24



 

（参考）各号機の設備健全性に係る点検・評価の状況 

号機 状 況 

１号機 

・設備の点検・評価計画書を、平成 20 年２月６日に提出し、平成 22 年 

２月２日に改訂２に更新。 

・設備健全性に係る点検・評価報告書（機器レベルの点検結果および系統 

機能試験の評価結果）を平成 22 年２月 19 日に提出し、３月 19 日に改訂

１に更新。 

・プラント全体の機能試験・評価計画書を平成 22 年２月 19 日に提出。 

・プラント全体の機能試験・評価報告書を平成 22 年７月７日に提出。 

・平成 22 年８月４日に、総合負荷性能検査を終了し、営業運転を再開。 

２号機 
・設備の点検・評価計画書を、平成 20 年５月 16 日に提出。 

・現在、機器レベルの点検・評価を実施中。 

３号機 

・設備の点検・評価計画書を、平成 20 年４月 14 日に提出し、平成 22 年 

11 月 11 日に改訂１に更新。 

・現在、機器レベルの点検・評価を実施中。 

４号機 
・設備の点検・評価計画書を、平成 20 年５月 16 日に提出。 

・現在、機器レベルの点検・評価を実施中。 

５号機 

・設備の点検・評価計画書を、平成 20 年３月７日に提出し、平成 22 年 

２月２日に改訂３に更新。 

・設備健全性に係る点検・評価報告書（機器レベルの点検結果および系統 

機能試験の評価結果）を平成 22 年６月９日に提出。 

・プラント全体の機能試験・評価計画書を平成 22 年６月９日に提出。 

６号機 

・設備の点検・評価計画書を、平成 20 年３月７日に提出し、平成 20 年 

11 月５日に改訂１に更新。 

・設備健全性に係る点検・評価報告書（機器レベルの点検結果および系統

機能試験の評価結果）を平成 21 年６月 23 日に提出。 

・プラント全体の機能試験・評価計画書を平成 21 年６月 23 日に提出。 

・プラント全体の機能試験・評価報告書を平成 21 年 10 月１日に提出し、

10 月８日に改訂１に更新。 

・平成 22 年１月 19 日に、総合負荷性能検査を終了し、営業運転を再開。 

７号機 

・設備の点検・評価計画書を、平成 19 年 11 月 27 日に提出し、平成 20 年

９月 26 日に改訂５に更新。 
・設備健全性に係る点検・評価報告書（機器レベルの点検結果および系統

機能試験の評価結果）を平成 21 年２月 12 日に提出。 

・プラント全体の機能試験・評価計画書を平成 21 年２月 12 日に提出。 

・プラント全体の機能試験・評価報告書を平成 21 年６月 23 日に提出。 

・平成 21 年 12 月 28 日に、総合負荷性能検査を終了し、営業運転を再開。
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（お知らせ） 

 

当所３号機系統機能試験の開始予定について 

 

平成 22 年 11 月 15 日 

東京電力株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

当所３号機につきましては、系統機能試験を開始するための準備が整った

ことから、明日 11 月 16 日より下記の通り系統機能試験を開始することとし

ましたのでお知らせいたします。 

なお、系統機能試験については、全 26 項目の試験を実施していくこととし

ており、今後の試験予定および結果については、週報にてお知らせをしてま

いります。 

 
記 

 
○平成 22 年 11 月 16 日から 11 月 18 日までに開始するもの 

・原子炉保護系インターロック機能試験：11 月 16 日 

・ほう酸水注入系機能試験：11 月 17 日 

・中央制御室非常用循環系機能試験：11 月 17 日 

・非常用ガス処理系機能試験：11 月 18 日 

 

以 上 

 

連絡先：柏崎刈羽原子力発電所 

    広報部 報道グループ 

    ＴＥＬ：0257-45-3131 
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当社原子力発電所における供用期間中検査計画の管理状況に関する 

指示文書の受領について 

 

平成 22 年 11 月 15 日 

東京電力株式会社 

 

 他社の原子力発電所において、定期検査および定期事業者検査の一環として実施してい

る供用期間中検査＊１でポンプおよび弁の一部の溶接箇所が検査計画に含まれていなかっ

た事象を踏まえ、当社は、平成22年７月22日、経済産業省原子力安全・保安院より、同

様の事象がないか調査を行うよう指示を受けました。 

この指示にもとづき調査を行った結果、当社においては、国の要求する検査間隔等を逸

脱するような事例は確認されなかったものの、合計14台のポンプおよび弁について、供用

期間中検査の計画に反映されていない溶接箇所があることを確認し、９月15日に同院へ報

告いたしました。 

（平成22年９月15日お知らせ済み） 

 

本件について、当社は、平成22年９月15日、経済産業省原子力安全・保安院より原因

究明と再発防止対策の報告を求める旨の指示をいただいており、現在とりまとめを行って

いるところでありますが、本日、同院より、あらためて指示文書＊２を受領いたしましたの

でお知らせいたします。 

  

当社といたしましては、この指示に基づき、速やかに対応し、同院へ報告いたします。 

 

以 上 

 

 

＊１ 供用期間中検査 

    原子力発電所の運転（供用）開始後に、機器、配管などの健全性を確認するため、機器ごとに

検査方法・検査範囲・検査期間を計画的に定めて実施する非破壊検査および漏えい検査等。 

 

＊２ 指示文書 

「供用期間中検査の適切な実施について（指示）」 

   （22原企課第122号） 

 

原子力安全・保安院（以下「当院」という。）は、平成22年７月に日本原子力発電株式会社

から同社の敦賀発電所１号機において供用期間中検査の計画に反映されていない溶接箇所があ

ることが判明した旨の報告を受けました。これを受けて、当院は他の原子炉を設置する電気事

業者（以下「電気事業者」という。）に対し、同様の事案について確認するよう指示を行い、

その結果、貴社より同様の溶接箇所がある旨の報告を受けました。 
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当院が、提出された報告内容を検討した結果、共通的な要因として、①電気事業者と調達先

である製造事業者との間で溶接箇所の有無に係る設計情報が十分共有されていなかったものが

あったこと、②供用期間中検査を規定する社団法人日本機械学会の維持規格の改訂に対して、

その改訂内容を供用期間中検査の計画に反映できていなかったものがあったこと、③現場の溶

接箇所の確認が十分でなかったものがあったことが明らかになりました。 

貴社において供用期間中検査が適切に実施されていなかったことは遺憾であり、注意します。

また、既に貴社に対して、原因究明と再発防止対策の報告を指示しているところですが、下記

の事項を含めて再発防止対策を検討し、平成22年12月15日までに報告するよう指示します。 

 

記 

 

１．電気事業者と調達先である製造事業者との間で溶接箇所に係る設計情報を十分共有し、供

用期間中検査の計画に確実に反映できる体制を構築すること 

２．供用期間中検査を規定する社団法人日本機械学会の維持規格の改訂が行われた場合には、

その改訂内容を電気事業者内の関係部署において共有し、改訂内容が供用期間中検査の計画

に確実に反映させる体制を構築すること 

３．供用期間中検査の計画にある検査対象箇所と現場の設備における溶接箇所との不整合が生

じないよう確認体制を構築すること 
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（お知らせ） 

 

柏崎刈羽原子力発電所における使用済制御棒の点検状況について（続報その２） 

 

平成 22 年 11 月 22 日 

東京電力株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

当所では、７号機の使用済燃料プールに保管している使用済ハフニウムフラットチュー

ブ型制御棒＊１１本（管理番号005）のタイロッド＊２の中央部１箇所に、連続していないも

のの、ほぼ全周にわたって微細なひび（最大幅約 0.3mm）を確認したことから、当所４号

機、５号機、７号機で保管している同型の使用済制御棒のタイロッドの外観点検を実施す

ることとし、11月１日から外観点検を開始しました。 

当所７号機では、現在、原子炉内において同型制御棒 25 本を使用しておりますが、11

月６日に、全挿入されている２本を除いた23本の同型制御棒について動作確認を実施した

結果、正常に動作することを確認しております。 

また、11月10日には、７号機の使用済制御棒２本（管理番号015、016）に新たにひび

（最大幅約 0.3mm）を確認いたしましたが、制御棒の構造健全性および制御棒挿入機能は

確保されており、安全上の問題がないことを確認しております。 

（平成22年11月１日、８日、10日お知らせ済み） 

 

その後、調査を継続してまいりましたが、これまでに、７号機の使用済制御棒２本に新

たなひびを確認いたしました。 

新たにひびが確認された２本の使用済制御棒のうち、１本（管理番号 049）には、タイ

ロッドの中央部付近に、それぞれ２箇所にひび（最大幅約 0.2mm）が認められましたが、

いずれも従来から確認されているものと同じ形状のひびであり、制御棒の健全性には問題

はありません。 

 

また、他の１本の使用済制御棒（管理番号031）には、タイロッドの中央部付近12箇所

にひびが認められましたが、いずれも、これまでに他の使用済制御棒で確認されているひ

びの長さよりも短く、幅も最大で0.05mm程度とごく微細なものです。 

12箇所のひびは、タイロッドとシース＊３の溶接部近傍にあり、このうち３箇所では、タ

イロッドに溶接しているシースのごく一部まで短いひびが繋がっておりますが、シースの

大部分についてはひびがなく健全であることを確認しております。 

念のため、ひびの数や長さ等を厳しく（タイロッドの溶接部全てに破断を想定し、かつ

シースにもひびが進展している状態を想定）評価しても、制御棒の構造健全性および制御
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棒挿入機能は確保され、安全上の問題がないことを確認しており、制御棒の健全性には問

題はありません。 

 

なお、最初にひびを発見した使用済制御棒１本（管理番号 005）については、現在、外

部の照射後試験施設において破面観察を進めており、これまでに応力腐食割れに特徴的な

粒界破面＊４が確認されております。引き続き、原因調査を進めてまいります。 

 

当所は、今後も引き続き、月に１回の頻度で、７号機で使用中の同型制御棒23本の動作

確認を実施するとともに、現在保管している同型の使用済制御棒の外観点検を実施して、

ひびの有無の確認を行い、調査結果についてはとりまとめてお知らせする予定です。 

なお、外観点検の結果、これまでに確認されていない形状のひびの発見等により新たに

評価が必要となる場合には、速やかに使用済制御棒の健全性を確認するとともに、個別に

お知らせしてまいります。 

 

以 上 

 

＊１ ハフニウムフラットチューブ型制御棒 

    高い中性子吸収能力を有するハフニウムを、平たい筒状に成形して中性子吸収材として使用し

た制御棒。 

 

＊２ タイロッド 

   制御棒の構造部材の一つで、ハフニウムを包んでいる金属板（シース）やハンドルを接続して

いるもの。 

 

＊３ シース 

   制御棒の構造部材の一つで、ハフニウムを包んでいる金属板。 

 

＊４ 応力腐食割れに特徴的な粒界破面 

応力腐食割れとは、「金属材料の性質」と「内部に残る応力」、「腐食しやすい環境」の３つの複

合要因により発生するひび割れで、割れた破面が粒子状の模様になることが一般的に知られてい

る。 
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④ ③ 

① 

タイロッド 
シース 

ハフニウム 

フラット 

チューブ 

約 250ｍｍ 

シース・ 

タイロッド 

溶接部 

② 

：ひびが確認された箇所 

①から撮影 ②から撮影 

約 25ｃｍ 

制御棒 

全長約４ｍ 

タイロッド 

シース 

タイロッド４面（４方向）にひびのあった箇所の拡大写真（代表） 

水中カメラで 

各方向から観察 

③から撮影 

ハンドル 

約 2.3ｍ 

約 0.6ｍ 

ハフニウム 

フラット 

チューブ 

④から撮影 

②から撮影（ひびあり） ③から撮影（ひびなし） 

部分的にタイロッドにひびのあった箇所の拡大写真 

シース・ 

タイロッド 

溶接部 

制御棒を上から見た概略図 

柏崎刈羽原子力発電所７号機 

使用済ハフニウムフラットチューブ型制御棒で確認されたひびの状況 

（管理番号：０３１） 
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制御棒 

全長約４ｍ 

ハンドル 

約 2.1ｍ

約 2.3ｍ 

：ひびが確認された箇所 

④から撮影 

②から撮影 ②から拡大撮影 

ハフニウム 

フラット 

チューブ 

シース 

タイロッド 

シース・ 

タイロッド 

溶接部 

柏崎刈羽原子力発電所７号機 

使用済ハフニウムフラットチューブ型制御棒で確認されたひびの状況 

（管理番号：０４９） 

水中カメラで 

④ ③ 

タイロッド 
シース 

ハフニウム 

フラット 

チューブ 

約 250ｍｍ 

シース・ 

タイロッド 

溶接部 

① ② 

約 25ｃｍ 

制御棒を上から見た概略図 

各方向から観察 

④から拡大撮影 

ひび部 写真 
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新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：11 月 11 日） 

平成 22 年 11 月 11 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所における新潟県中越沖地震後の主な点検・復旧作業の状況 

および不適合についてお知らせいたします。 

 

主な点検・復旧状況 

○平成 22 年 11 月５日から 11 月 11 日までに点検および復旧を完了したもの 

・なし 

 

○平成 22 年 11 月 12 日から 11 月 18 日までに点検および復旧を開始するもの 

・なし 

 

○平成 22 年 11 月７日から 12 月４日までの主な点検・復旧作業実績・予定 

・「新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の 

主な点検・復旧作業予定（４週間工程）」・・・別紙 
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（参考）新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業に係る不適合 

「新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業における不適合等に係る当面の公表について」

にもとづく、平成 22 年 11 月４日から 11 月 10 日までのトラブル情報の発生状況について

は次のとおりです。 

 

○トラブル情報（中越沖地震関連） 

平成 22 年 11 月４日～11 月 10 日 

（平成 19 年８月 10 日～累計） 
公表区分別件数（平成 19 年８月 10 日～累計）

Ⅰ ０件（０件） 

Ⅱ ０件（０件） 件数 
０件 

（10 件） 
Ⅲ ０件（10 件） 

 

＜平成 22 年 11 月４日～11 月 10 日発生分＞ 

公表区分 発見日 件名 状況 

Ⅰ － － － 

Ⅱ － － － 

Ⅲ － － － 

 

○その他 

・不適合情報（中越沖地震関連、ＧⅠ、ＧⅡ、ＧⅢグレード、対象外） 

（含む、中越沖地震関連、Ａｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄグレード、対象外） 

平成 22 年 10 月１日～31 日 

（平成 19 年７月 16 日～累計） 

件数 
17 件 

（3,795 件） 

※ 新潟県中越沖地震発生後、これまでに発生・審議した不適合情報について再精査したところ、中越

沖地震対象外であったもの３件および中越沖地震対象であったもの３件を確認いたしましたので、10

月分の集計に合わせて訂正いたしました。 

 

以 上 
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新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：11 月 18 日） 

平成 22 年 11 月 18 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所における新潟県中越沖地震後の主な点検・復旧作業の状況 

および不適合についてお知らせいたします。 

 

主な点検・復旧状況 

○平成 22 年 11 月 12 日から 11 月 18 日までに点検および復旧を完了したもの 

・なし 

 

○平成 22 年 11 月 19 日から 11 月 25 日までに点検および復旧を開始するもの 

・３号機 系統機能試験（原子炉保護系インターロック機能試験の一部） 

：11 月 16 日開始＊ 

・３号機 系統機能試験（ほう酸水注入系機能試験）：11 月 17 日開始＊ 

・３号機 系統機能試験（中央制御室非常用循環系機能試験）：11 月 17 日開始＊ 

・３号機 系統機能試験（非常用ガス処理系機能試験）：11 月 18 日開始＊ 

・３号機 系統機能試験（直流電源系機能試験）：11 月 19 日開始 

・３号機 系統機能試験（非常用ディーゼル発電機定格容量確認試験）：11 月 24 日開始 

・３号機 系統機能試験（非常用ディーゼル発電機、高圧炉心スプレイ系ディーゼル 

発電機、高圧炉心スプレイ系、低圧炉心スプレイ系、低圧注水系、 

原子炉補機冷却系機能試験）：11 月 25 日開始 

・５号機 プラント全体の機能試験：11 月 17 日開始＊ 

＊今週追加したもの 

 

○平成 22 年 11 月 14 日から 12 月 11 日までの主な点検・復旧作業実績・予定 

・「新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の 

主な点検・復旧作業予定（４週間工程）」・・・別紙 

35



 

（参考）新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業に係る不適合 

「新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業における不適合等に係る当面の公表について」

にもとづく、平成 22 年 11 月 11 日から 11 月 17 日までのトラブル情報の発生状況について

は次のとおりです。 

 

○トラブル情報（中越沖地震関連） 

平成 22年 11月 11日～11月 17日 

（平成 19 年８月 10 日～累計） 
公表区分別件数（平成 19 年８月 10 日～累計）

Ⅰ ０件（０件） 

Ⅱ ０件（０件） 件数 
０件 

（10 件） 
Ⅲ ０件（10 件） 

 

＜平成 22 年 11 月 11 日～11 月 17 日発生分＞ 

公表区分 発見日 件名 状況 

Ⅰ － － － 

Ⅱ － － － 

Ⅲ － － － 

 

○その他 

  ・特になし 

 

以 上 
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新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：11 月 25 日） 

平成 22 年 11 月 25 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所における新潟県中越沖地震後の主な点検・復旧作業の状況 

および不適合についてお知らせいたします。 

 

主な点検・復旧状況 

○平成 22 年 11 月 19 日から 11 月 25 日までに点検および復旧を完了したもの 

 ・５号機 プラント全体の機能試験（原子炉起動）：11 月 18 日＊ 

 ・５号機 プラント全体の機能試験（原子炉昇圧時（約 3.5MPa）点検）：11 月 21 日完了 

 ・５号機 プラント全体の機能試験（原子炉昇圧時（約 7.0MPa）点検）：11 月 23 日完了 

・５号機 プラント全体の機能試験（主タービン起動後の点検）：11 月 24 日完了 

・５号機 プラント全体の機能試験（主発電機仮並列後の点検）：11 月 25 日完了 

・使用済燃料輸送容器保管建屋強化工事：11 月 25 日完了 

 

○平成 22 年 11 月 26 日から 12 月２日までに点検および復旧を開始するもの 

・３号機 系統機能試験（液体廃棄物貯蔵設備・処理設備のインターロック機能試験 

（その１）の一部）：11 月 29 日開始 

＊今週追加したもの 

 

○平成 22 年 11 月 21 日から 12 月 18 日までの主な点検・復旧作業実績・予定 

・「新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の 

主な点検・復旧作業予定（４週間工程）」・・・別紙 
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（参考）新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業に係る不適合 

「新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業における不適合等に係る当面の公表について」

にもとづく、平成 22 年 11 月 18 日から 11 月 24 日までのトラブル情報の発生状況について

は次のとおりです。 

 

○トラブル情報（中越沖地震関連） 

平成 22年 11月 18日～11月 24日 

（平成 19 年８月 10 日～累計） 
公表区分別件数（平成 19 年８月 10 日～累計）

Ⅰ ０件（０件） 

Ⅱ ０件（０件） 件数 
０件 

（10 件） 
Ⅲ ０件（10 件） 

 

＜平成 22 年 11 月 18 日～11 月 24 日発生分＞ 

公表区分 発見日 件名 状況 

Ⅰ － － － 

Ⅱ － － － 

Ⅲ － － － 

 

○その他 

  ・特になし 

 

以 上 
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新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の主な点検・復旧作業予定（４週間工程）（1／1） 平成22年11月25日

 別紙

項　　　目 点検・復旧状況

２号機 タービン設備関連 タービン点検 Tb Tb H21/12/７より高圧・低圧タービン（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）詳細点検開始。

その他設備関連 主変圧器点検 E E H22/６/15より搬入・据付作業開始。

所内変圧器点検 E E H21/11/30より搬入・据付作業開始。

励磁変圧器点検 E E H21/11/30より搬入・据付作業開始。

主発電機点検 E E H20/３/19より点検開始。

主排気ダクト点検・復旧 Rx Rx H20/８/９より復旧準備作業開始。H20/12/１より基礎部復旧開始。H22/７/17よりダクト復旧作業開始。

50万V電力ケーブル点検 E E H22/９/６よりケーブル敷設作業開始。

原子炉建屋天井クレーン Rx 建築 Rx 建築 H22/７/31より強化工事開始。

燃料取替機 Rx Rx H22/７/27より強化工事開始。

３号機 原子炉設備関連 原子炉再循環系配管予防保全対策 原子炉PJ 原子炉PJ H22/11/6より工事開始。

タービン設備関連 タービン点検 Tb Tb
H20/５/７より高圧・低圧タービン（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）詳細点検開始。
H22/８/２より高圧・低圧タービン（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）復旧作業開始。

その他設備関連 主発電機点検 E E H20/２/20より点検開始。

原子炉再循環ポンプ可変周波数電源装置入力変圧器点検 E E H21/５/27より変圧器（Ｂ）搬入・据付作業開始。H21/６/３より変圧器（Ａ）搬入・据付作業開始。

循環水配管点検 Tb Tb H20/６/16より地盤改良、掘削、配管点検開始。

耐震強化関連 配管等サポート Rx Rx H22/６/14より強化工事開始。

系統健全性確認 系統機能試験

H22/11/16より試験開始。
11/18非常用ガス処理系機能試験実施。
11/19直流電源系機能試験実施。
11/24非常用ディーゼル発電機定格容量確認試験実施。
11/25、11/26非常用ディーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系，
                   低圧炉心スプレイ系，低圧注水系，原子炉補機冷却系機能試験実施予定。
11/29液体廃棄物貯蔵設備・処理設備のインターロック機能試験（その１）の一部実施予定。
12/1より燃料装荷作業予定。
12/3主蒸気隔離弁機能試験実施予定。
12/10自動減圧系機能試験実施予定。
12/12、12/13原子炉停止余裕試験実施予定。

４号機 タービン設備関連 タービン点検 Tb Tb
H21/８/３より高圧・低圧タービン（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）詳細点検開始。
H22/７/５より高圧・低圧タービン（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）復旧作業開始。

その他設備関連 主変圧器点検 E E H21/８/28より搬入・据付作業開始。

所内変圧器点検 E E H21/９/２より搬入・据付作業開始。

励磁変圧器点検 E E H21/９/２より搬入・据付作業開始。

主発電機点検 E E H20/１/15より点検開始。

原子炉再循環ポンプ可変周波数電源装置入力変圧器点検 E E H21/６/12より搬入・据付作業開始。

非常用ガス処理系配管ダクト基礎復旧工事 土木 土木 H21/10/30より復旧工事開始。

配管等サポート E E H22/10/25より強化準備工事開始。

原子炉建屋天井クレーン Rx 建築 Rx 建築 H21/10/21より強化工事開始。

燃料取替機 Rx Rx H22/８/24より強化工事開始。

５号機 プラント全体の機能試験

H22/11/17よりプラント全体の機能試験開始。
H22/11/18原子炉起動開始。
H22/11/21原子炉昇圧時（約3.5MPa）点検実施。
H22/11/23原子炉昇圧時（約7.0MPa）点検実施。
H22/11/24主タービン起動後の点検実施。
H22/11/25主発電機仮並列後の点検実施。

荒浜側ろ過水/純水タンク復旧作業 環境施設 環境施設 Ｈ22/２/15～H22/11/26№２純水タンク復旧工事予定。H22/５/29より№２ろ過水タンク復旧工事開始。

使用済燃料輸送容器保管建屋強化工事 H21/11/２～H22/11/25強化工事完了。

大湊側避雷鉄塔建替工事 H21/９/３～H22/11/30建替工事予定。

構内外道路・法面等復旧・補強作業 土木 土木

構内外道路復旧作業中。
H22/４/１より高町跨線橋復旧工事開始。
H22/４/15より中央土捨場整備工事開始。

※各設備の点検結果については、まとまり次第お知らせします。

※各項目の点検・復旧作業および実施期間については、状況により変更する場合があります。

※１号機、７号機は運転中、６号機は定期検査中です。

11月21日（日）～11月27日（土） 11月28日（日）～12月４日（土）

耐震強化関連

12月５日（日）～12月11日（土）

【点検・復旧状況】
◆平成22年11月21日（日）～平成22年12月18日（土）

設　備 12月12日（日）～12月18日（土）

環境施設設備

その他

耐震強化関連

3
9



無断複製・転載禁止 東京電力株式会社無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

進捗率

１号機

２号機

３号機

４号機

５号機

６号機

７号機

100%
目視点検 作動試験・機能試験 漏えい試験

地震後の点検、

 
技術者による目視点検

完了

完了

完了

１．各号機の健全性確認進捗状況

機器単位の健全性確認

完了

完了
完了
完了

完了

完了
完了

完了

27%
32%
38%

100%
95%

76%

34%
37%

83%

H２２.１１.２６現在

完了
完了

完了

完 了
完了

最終報告書提出により完了とする。

完 了

完 了

完了
完了
完了
完了

完 了



無断複製・転載禁止 東京電力株式会社無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

２．耐震強化工事進捗状況 H２２.１１.２６現在

１号機 ２号機 ３号機 ４号機 ５号機 ６号機 ７号機

配管等

サポート

完了

(H21.12.9)
工事準備中

実施中

(H22.6.14～)
工事準備中

完了

(H21.12.3)

完了

(H21.1.19)

完了

(H20.11.3)

原子炉建屋

屋根トラス

完了

(H21.7.13)

完了

(H21.8.21)

完了

(H21.7.7)

完了

(H21.9.7)

完了

(H21.5.22)

完了

(H20.10.24)

完了

(H20.9.30)

排気筒
完了※１

(H21.12.10)

完了

(H22.6.29)

完了

(H22.6.29)

完了

(H22.1.14)

完了

(H20.10.29)

完了

(H20.10.16)

原子炉建屋

天井クレーン

完了

(H21.10.15)

実施中

(H22.7.31～)

完了

(H22.8.27)

実施中

(H21.10.21～)

完了

(H21.8.28)

完了

(H21.1.12)

完了

(H20.10.27)

燃料取替機
完了

(H21.10.10)

実施中

(H22.7.27～)

完了

(H22.9.3)

実施中

(H22.8.24～)

完了

(H21.9.24)

完了

(H21.1.25)

完了

(H20.11.1)

耐震強化対象箇所の評価を引き続き実施中であるため、項目等は変わる可能性あり。

また、今後の耐震安全性評価等の中で耐震強化工事に反映すべき点があれば、適宜対応。

※１：１号機は2号機との集合排気筒



 

 

 

定期検査中の柏崎刈羽原子力発電所３号機における制御棒動作の可能性について 

 

平成 22 年 12 月１日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 

定期検査中の３号機において、制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット＊１の復旧作業の一環と

して、制御棒（38-59）駆動水に関連する弁を操作したところ、本日午後２時48分頃、中央

制御室において、制御棒ドリフト警報＊２が発生しました。 

ただちに、制御棒の位置表示を確認したところ、当該制御棒１本が、一時的に全引き抜き

位置から約15cm挿入側に動作し、その後、元の全引き抜き位置に戻った可能性があるものと

判断いたしました。 

 

３号機は、本日より原子炉内への燃料の装荷作業を実施しておりますが、当該制御棒の周

辺には燃料は装荷されておらず、原子炉の安全上の問題はありません。 

 

また、本事象による外部への放射能の影響はありません。 

 

 今後、原因について詳細に調査いたします。 

 

以 上 

 

＊１ 制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット 

制御棒を炉心内に挿入したり引き抜きしたりするため、制御棒駆動機構に駆動水等を送る装置。 

 

＊２ 制御棒ドリフト警報 

制御棒が所定の位置にない状態となったことを示す警報。 

 

 

                  （お問い合わせ先） 

                                                  柏崎刈羽原子力発電所             

広 報 部 

                             TEL 0257-45-3131 
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 平成22.12.01

新検査制度導入に伴う
保全活動の充実に係る取り組みについて

平成22年12月1日

東京電力株式会社

柏崎刈羽原子力発電所
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 平成22.12.01

 予め定めた時期に行う点検※1から、機器の分解点検や状態監視により

機器の状態を的確に把握して、これらに基づいて保全内容（保全方式

や点検間隔など）を適切に設定して行う保全※2を採用していきます。
（※1：時間基準保全という ※2：信頼性重視保全という）

保全活動の充実による安全性・信頼性向上の考え方

予め定めた時間が経過したら

点検を実施

点検した機器の約８０％に

異常はなく、点検しなくて

も使用継続が可能な状態

 分解点検や状態監視により得られる

機器の状態に着目して、点検時期等
を適切に設定

 機器の状態に応じた点検が可能となり、

劣化による故障を未然に防止し、安全
性・信頼性の向上が期待できます。

 適切な時期に機器の点検をすることで、
無駄な労力を削減し、真に点検を必要と
する機器等に良質の労力を投入すること

が可能となり、品質の向上が期待でき
ます。

従来の保全活動 これからの保全活動



3

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 平成22.12.01

従来の保全に係る課題

・対象：1967年～2005年10月、全電力
・総故障件数：約2500件

うち分解点検後の不良等：約800件
【分解点検件数：約１８０万件（約１５００機器／１定検と仮定）】

全故障のうち約3割は分解点検後の不良等によるもの

故障原因の割合

（出典）原子力施設情報公開ライブラリーNUCIA*

*NUCIA (http://www.nucia.jp/)：日本原子力技術協会により運用さ
れている、原子力施設における運転情報を公開しているWebサイト

定期的な保守のみ
実施した場合

定期的な保守
に状態監視を
加えた場合

年
間
故
障
発
生
件
数
の
比
較

100

16

保全効果の試算（横型ポンプの例）

（出典）EPRI（Electric Power Research Institute：
米国電力研究所）による試算。

定期的な保守と状態監視を適切に組み合わせ
ると、故障発生件数が約84％減

故障原因の約3割は分解点検後の不良等
分解点検を行うことが必ずしも機器の信頼性を上げるとは限らない

33%

29%

23%

8%

3% 4%

分解点検後
の不良等

設備不備

その他

人的過誤

腐食

不明その他
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 平成22.12.01

保全の最適化への方針

配管等のひび割れや減肉などについては計画的に検査していきます
それに基づき、状態が悪くなる前に補修や取替え等の措置を実施します

動的機器（ポンプ、電動機、弁、など）動的機器（ポンプ、電動機、弁、など）

静的機器（炉内構造物、配管、など）静的機器（炉内構造物、配管、など）

健全に動いている機器については、なるべくその状態のまま使用する
このため、点検実績や新しい技術的な知見等に基づき保全の内容、時期を適

切に見直していきます
また、運転中の状態監視を充実していきます

安全上重要な系統や機器の保全を充実していきます

安全確保を最優先安全確保を最優先

安全確保を最優先し「適切な機器」を「適切な時期」に「適切な方法」で保全を行う
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 平成22.12.01

保全データの活用による保全の継続的改善（例）

試運転

手入れ後
状態確認

機器の組立

機器点検
手入れ

点検手入れ前状態確認

点検手入れ前データ
採取フォームに経年
劣化メカニズムまとめ
表を取り込み

運転中の状態監視

保全実績より

１サイクルの
延長は可能

評価

２C

周期

1.分解点検
(1)VT、PT

(2)寸法測定

・・・

保全タスク

○不適合なし

○手入れ前状態

「良好」

○状態監視「良好」

・・・

保全実績

摩耗

剥離

劣化

メカニズム 保全方式

時間基準

保全

現状の保全

軸受

部位

送水

機能

保全の有効性評価

経年劣化管理

保全計画 (rev.0)

分解点検

点検及び
試験項目

2CＴＢＭＣＲＤポンプ

頻度保全方式機器名称

保全計画の策定

保全活動管理指標の
設定・監視

保全計画 (rev.1)

分解点検

点検及び
試験項目

39MＴＢＭＣＲＤポンプ

頻度保全方式機器名称

保全計画の見直し

「適切な機器を適切な
時期に適切な方法で
行う」保全を継続改善

トラブル等の運転経験

技術的新知見

経年劣化メカニズムまとめ表
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 平成22.12.01

点検手入れ前状態確認

 これまでの分解点検において機器等の劣化状態を確認してき
たが、点検手入れ後の健全性に主眼をおいてきた

↓
 これからは、点検手入れ前（＝ 機器等を使用（運転）した

後の状態（痛み具合））に着目し、経年劣化の状態を把握

【機器の点検フロー】

コード
状態

C-4

C-3

C-2

C-1

保全計画の改善弁体（弁の部品）の例

点検間隔の延長等
を検討

想定した劣化状態よ
り良い（継続使用可
能な状態）

現状の保全方法を
継続

想定した通りの劣化
状態

想定した劣化状態よ
り悪い
（計画外の取替・手
入れが必要な状態）

点検内容の見直し、
取替・点検間隔の
短縮等を検討
さらに、必要に応
じて、構造や材質
の変更等の再発防
止対策も実施

機器の故障あり

③点検内容や点検間隔を検討・
決定（保全計画の改善）

②機器の状態を評価

①点検手入れ前の機器の状態を
確認・記録

【点検結果と評価】

弁体
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 平成22.12.01

KK6　第8回定検　状態確認結果

0.3%
1.7%

14.8%

83.2%

Ｃ－１：機器の故障あり

Ｃ－２：想定した劣化状態より悪い

Ｃ－３：想定した通りの劣化状態

Ｃ－４：想定した劣化状態より良い

点検手入れ前状態確認（柏崎刈羽原子力発電所での取り組み例）

平成１８年度より、延べ約20,000機器の点検手入れ前データを社内マニュアル等に基づき、
組織的かつ計画的に採取・蓄積を継続

データの蓄積を踏まえ、順次改善検討を実施
（多くは想定された状態より良く、信頼性向上のための改善が必要）

総数 約５，０００機器

主なものは「計器水張り弁の異物噛込み
による弁体の浸食事象」であり、対策と
して弁の交換および異物噛込みとならな
い方法を手順書に反映

状態確認の結果、８０％以上の機器が想定
した劣化の状態より良かったことから一部
の機器について点検間隔の延長を検討

↓
約６００機器を選定し検討

↓
６７機器を延長可能と判断

状態確認結果の例
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 平成22.12.01

新しい設備診断技術

振動診断とは、モーターなどの回転機器
に異常が生じるときに変化する振動を数
値化する技術。運転中の振動診断により、
機器の異常兆候を早期に検知し、故障内
容の診断が可能。

振動診断 赤外線サーモグラフィ診断

物体の温度を熱画像（写真や映像）と
して表し、監視する技術。熱画像から
得られた情報から、異常な局部過熱や、
過去データと有意な温度差が無いこと
等を確認し、測定周期を設定。

潤滑油診断

回転機器の軸受けや歯車などに使わ
れている潤滑油を採取して、分析す
る技術。潤滑油の汚れ具合を診断す
ることにより、機器の異常兆候（磨
耗など）の早期検知につなげる。

【新たに導入した設備診断技術】

（写真）
モーターの
振動測定

（写真）
分電盤内部
の設備診断

正常時
異常検知時

 振動診断、赤外線サーモグラフィ診断、潤滑油診断などの新しい技術を導入する
ことで、運転中でも機器の異常兆候をいち早くキャッチ

 迅速な対応を行うことで、機器の信頼性を向上

これまでの保全活動は、運転員の経験に基づく点検や、プラントの定期検査の際
に行う機器の分解点検が主体
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新しい設備診断技術（柏崎刈羽原子力発電所での取り組み例(1/3)）

（1プラントあたり）

約25機器、1回/6ヶ月の診断周期

⇒データ採取・ 評価を実施中

潤滑油診断

（回転機器）

約370機器、1回/6ヶ月の診断周期

⇒回転機器はデータ採取・評価を実施中

電源設備は計画中

赤外線

サーモグラフィ診断
（回転機器、電源設備）

約390機器、1回/3ヶ月の診断周期

⇒データ採取・評価を実施中

振動診断
（回転機器（ポンプ、ファン等））

設備診断技術の導入状況
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 平成22.12.01

設備診断の例（振動診断）

・空調電動機の振動診断において、軸受に異常兆候（ガタ傾向）を確認

・電動機の分解点検を実施した結果、内部が摩耗していた（早期発見）

新しい設備診断技術（柏崎刈羽原子力発電所での取り組み例(2/3)）

0                        50                    100                   150                    200

1.6

振
動
加
速
度

[m
/s

2 ]

周波数 [Hz]

1.2

0.8

0.4

0

f0 : 電動機回転周波数

2f0 : ２倍周波波

3f0 : ３倍周波数

4f0 5f0 
6f0 

周波数分析データ

電動機の軸受内部

直動式空調機 外観図

摩 耗 跡

電動機

ファン
【説明：ガタ傾向の特徴】

一般的に、ガタ傾向が発生すると、

電動機回転周波数とその２倍、

３倍の周波数が顕著に現れる
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 平成22.12.01

新しい設備診断技術（柏崎刈羽原子力発電所での取り組み例(3/3)）

設備診断技術の向上

 設備診断技能士等の診断技術に関わる資格取得の推進

・各設備診断技術に対応した資格を当社及び協力企業で取得中

 協力企業における設備診断業務の実施

・協力企業（柏崎刈羽原子力メン

テナンス協同組合（KMC）等）

において、診断技術の有資格者

が専門的な観点から、データの

採取・分析・評価を実施

（最終評価は当社が実施） 協力企業の有資格者による設備診断
（実際のデータ採取の様子）

資格名称

７名２名１０名１２名当 社

８名４名６名１１名協力企業

赤外線

サーモグラファー

・ ICML-MLA

（潤滑油診断技術者）

・ISO機械状態監視

診断技術者（潤滑油）

・ISO機械状態監視

診断技術者（振動）

・技能士１級
（機械保全・設備診断作業）

（振動・潤滑油）

資格取得者数 H22.11末現在

0

5

10

15

20

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

人
数

0

10

20

30

40

50

60

累
積

人
数

技能士

ＩＳＯ（振動）

潤滑油

赤外線

累積人数

資格取得者の推移（当社）



12

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 平成22.12.01

経年劣化の特性に応じた保全活動（運転初期～高経年化を通じた管理）

①運転初期から計画的な点検による経年劣化の管理が必要な項目

・その発生が時間経過とともに大きく増加する傾向が認められないもの

・その発生頻度が時間経過に伴って増加する可能性が考えられるが、その発生の可

能性が低いもの 【劣化事象】応力腐食割れ など

②運転初期から継続的な傾向監視による経年劣化管理が必要な項目

・劣化傾向監視が点検により可能であり、保守管理のPDCAを回しながら点検結果

が予測から乖離した場合には保全計画に反映可能であり適正化できるもの

【劣化事象】減肉、変形、摩耗 など

③実施時期を定めた劣化傾向の評価による経年劣化管理が必要な項目

点検結果などの実機からの情報がなく、劣化傾向監視を評価時期を定めて解析評価

により実施して、その結果に基づき保全計画を策定するもの

【劣化事象】低サイクル疲労、中性子照射脆化、電気・計装品の絶縁低下、

コンクリートの強度・遮へい能力低下 など

運
転
開
始
３
０
年
以
降

（
高
経
年
化
技
術
評
価
）

運
転
初
期
～

（
通
常
保
全
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）



13

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 平成22.12.01

保全計画の届出

 国により事業者が行う保全活動が継続的に改善されていることを確認頂いている。
 事業者は、保全の有効性を評価し、適切な機器を適切な時期に適切な方法で行う

べく、保全計画を継続して改善しているところ。

原子力発電設備の保全活動の充実に係る検査制度の導入に伴い、事業者は、
平成２１年４月より、保全計画を国へ届出しているところ。

平成２１年４月８日、柏崎刈羽原子力発電所１～７号機の保全計画を届出済み。
（中越沖地震で停止していることから「特別な保全計画」を含む）
現在、７、６号機においては、２巡目となる保全計画を届出しているところ。

保全計画とは、

原子力発電施設の構築物、系統又は機器の適切な単位毎に点検・補修等の方法、実施頻
度及び時期を具体的に定めたもの。

点検・補修等の方法、並びに実施頻度及び時期を具体的に定める際には原子炉施設の安
全性、供給信頼性をより高いレベルで確保するために、工学的判断に基づき科学的知見
及び運転経験を踏まえるとともに使用環境及び設置環境（点検・補修等による作業員の
被ばくの観点も含む）、劣化、故障モード、機器の構造等の設計的知見（耐震設計を含
む）も適切に考慮している。
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 平成22.12.01

特別な保全計画の流れ

運転期間中 定期検査

③ ④

次回定期検査までの流れと特別な保全計画の適用時期

提出

③の期間で
実施する

特別な保全計画

④の期間で
実施する

特別な保全計画

 地震の影響の有無に関わらず、状態監視、時間基準保全などの現状の保全活動で、
設備の状態についての確認がなされているが、地震の影響を特に注意する観点から、
特別な保全計画として実施する項目を以下の期間毎に策定している。

①プラントの復旧段階に応じた、機器レベル、系統レベル、建物・構築物における
点検・評価計画や設備の長期保管計画

②プラント全体の機能試験・評価計画

③営業運転開始後の運転期間中

④次回定期検査期間中

提出

総合負荷性能検査 解列

柏崎刈羽原子力発電所における特別な保全計画について

②

総合負荷性能検査起動

提出

①

②の期間で
実施する

特別な保全計画

プラントの復旧
段階に応じて

実施する
特別な保全計画

設備健全性に
係わる点検

プラント全体の
機能試験
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保全計画（特別な保全計画）の届出状況

④ 定期検査期間

（地震後２巡目）

③ 営業運転開始

～

次回定期検査開始前

② プラント全体の健全性確認

（蒸気発生後）開始

～

営業運転開始前

① 設備健全性確認開始

～

プラント全体の健全性確認

（蒸気発生後）開始前

H22.3.18H22.9.29－－－－－

－

－

H21.4.8

３号機

H21.7.23H22.1.15－－－H22.7.30

H21.4.8H21.8.25H22.11.17－－H22.5.21

H21.4.8

４号機

H21.4.8

５号機

H21.4.8

６号機２号機

－

７号機１号機

H21.4.8H21.4.8

青字：保全計画（変更）届出日

：現在実施中の特別な保全計画 ：実施終了した特別な保全計画

柏崎刈羽原子力発電所では、地震復旧における各期間毎に保全の有効性評価を行
い、特別な保全計画を策定し届出している。

：今後実施予定の特別な保全計画

全て完了
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まとめ

 プラント毎の特性に応じた保全活動の充実を目的とした新検査制度の

導入に伴い、保全を継続的に改善する仕組みを構築し、２年弱の運用

を行い経験を蓄積

 現場機器の分解点検や運転中機器の状態を基にして、保全活動の有効性

を評価し、保全活動を継続的に改善していく

 継続的な改善により、｢適切な機器」を「適切な時期」に「適切な方法｣

で保全を実施し、安全性・信頼性のさらなる向上に取り組む

 当発電所においては、中越沖地震からの復旧について、「特別な保全計

画」や、これまでの知見や教訓を活かしながら、作業安全や火災防止を

徹底しつつ慎重に進め、「災害に強い世界に誇れる発電所」を目指す
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